
経皮的僧帽弁カテーテル修復術
僧帽弁逆流症に対する最新のカテーテル治療

世界トップレベルの経験・実績をもつ
湘南鎌倉総合病院総長、循環器科主任部長　齋藤  滋先生  から一言

（当院循環器センター長兼務）

札幌東徳洲会病院　2023年の主な実績　
救急搬送件数  8661件　Mitra Clip 件数  39件　TAVI 件数  277件

『切らない、カテーテルによる』　
画期的治療法（Mitra Clip）が可能になります。

2019年5月より、開始しました。
手術が困難とされた僧帽弁閉鎖不全症患者様に対して、
身体への負担が少なく、早期に社会復帰が可能となります。

札幌東徳洲会病院Mitra Clip 施設について

　当院は札幌市内のみならず、北海道全域の心臓病特に虚血性心疾患に対して闘
病されておられる患者さんに対して、これまで長年に渡り、輝かしい実績を挙げ
てきました。
　さらに、2010 年より齋藤  滋が心臓センター長（湘南鎌倉総合病院総長、循
環器科主任部長兼任）に赴任した以降は、不整脈および末梢動脈疾患治療にも診
療内容を拡充してきました。そして、2017 年から、手術困難な重症大動脈弁狭
窄症患者さんに対してのカテーテルを用いた治療である経カテーテル的大動脈弁
植え込み術（TAVI）が開始となり、年間 150 人余りの治療実績をもつ道内一
の症例数を誇る病院に成長いたしました。さらに、より低侵襲の治療を目指し、
2019 年から僧帽弁閉鎖不全患者さんに対する経カテーテル的僧帽弁接合不全
修復術（MitraClip）が開始になります。今後も齋藤  滋が全面的にサポートし、北海道における弁膜症治療の最前
線を担っていくつもりです。
　齋藤  滋は日本国内にもまだ数名しか存在しない、TAVIプロクター（植え込み指導医）資格を有する術者であり、
MitraClip においても国内でもトップクラスの症例経験を有する術者であります。年一回東京で開催される学会
PCR TokyoValves の Course Directors の一人であり、弁膜症に対するカテーテル治療の世界的学会である、
北米で年一回開催される TVT そして、ヨーロッパで年一回開催される PCR LondonValves、さらには心臓治療
の世界的学会であるTCTやEuroPCRあるいはCITにおいても役員として活躍しています。
　私は当科を単なる検査・治療のみを行う診療科のみならず、世界の循環器病学の発展に大きく寄与し続ける診療
科として組織してきました。これによって、当科において診療を受けられる患者さんのみならず他の病院で診療を受
けられる世界中の患者さんを間接的に治療していきたいと考えています。

✓ご不明な点・ご質問などのご相談窓口は、弁膜症コー
ルセンターにて24時間対応となります。（混雑して
つながりにくい場合は代表までお願いします。）
✓当院では患者様にとって最適な治療方針をハート
チームで決定します。
✓治療方針決定に際し、数日間の検査入院を予定させ
ていただくことがあります。
✓送迎が必要な患者様は、当院で送迎いたします。
✓入院中の重症患者様は、ドクターカー (モービル
CCU) でお迎えに伺います。
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循環器センターホットライン（24時間対応）

（専門医直通）
※電波状況や回線混雑でつながらない場合は
　これまでどおり病院代表までお掛けください。
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